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2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 4,912 4,517 4,290 3,889 3,208
採用予定者数 1,105 1,130 1,285 1,240 1,080

▼︎�受験者数等推移

求める教員像
人格的資質と情熱をもっている人
子どもや社会の変化による課題を把握し解決できる人
子どもが自ら取り組むわかりやすい授業を実践できる人

出願期間
公開日　４月３日（木）
電子申請　４月16日（水）10:00～５月８日（木）17:00

試験日程

１次試験
　試験日　７月６日（日）
　合格発表日　７月24日（木）
２次試験
　試験日　面接試験：８月４日（月）～15日（金）の指定した１日
　　　　　実技試験：８月11日（月）～18日（月）の指定した１日
　合格発表日　９月18日（木）

年齢制限 昭和39年４月２日以降に生まれた者

募集教科
［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史・公民（日
本史，世界史，地理，公民），数学，情報，理科（物理，化学，生物），音楽，美術，保健体育，家庭，英語，工業（建
築，機械，電気，デザイン，化学），商業，農業，水産（航海，情報通信）　［特］　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　①教職経験者　１次の教職・一般を免除。②前年度試験実績者　前年度２次試験で「不合格（前
年度試験実績者）」の通知を受けている者は，１次の専門と教職・一般を免除。③社会人経験者　次のア，イ，
ウのいずれかに該当する者は，１次の教職・一般を免除。ア：民間企業等での勤務経験者。イ：青年海外協力隊
等での国際貢献活動経験者。ウ：［高］水産（航海）志願者のうち教員免許状非所有者で特別免許状授与の基準
を満たす実務経験を有する者。④英語資格所有者　［中・高］英語志願者で，規定の資格所有者は，１次の専門
を免除。⑤かながわティーチャーズカレッジ（チャレンジコース）修了者　令和６年度修了者で，［小］，［中］国
語，美術，技術，家庭，英語，［高］国語，英語，［特］志願者は，１次の専門と教職・一般を免除。⑥かながわティ
ーチャーズカレッジ（オープンコース）特別修了者　令和６年度特別修了者は，１次の教職・一般を免除。⑦県
内政令指定都市正規教員　１次の専門と教職・一般及び２次の論文を免除。
■社会人経験者教員免許取得チャレンジ選考　教員免許をこれから取得する社会人に対し，教採受験を可能
にし，合格者に対して最大２年間の採用延期をする。
■障がいのある人を対象とした特別選考　障がいの種類や程度により実技試験の一部を免除，代わりに他の
試験を実施。
■大学３年生等早期チャレンジ選考　１次の教職・一般のみ受験可能。

新規情報 ■初任給　初任者大卒297,000円，修士修了317,000円（教職調整額，地域手当，教員特別手当含む）

面　積 2,417 ㎢
人　口 9,217,647人
県の花 山ゆり
県の木 イチョウ
県の鳥 かもめ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 37,025 7,145 342

不登校（人） 9,667 14,964 4,966

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉では例年，五択を中心とした択一形

式で幅広い分野から出題されており，今年度も同じ

ような傾向であった。

　学習指導要領では総則が必出である。今年度は

「高等学校学習指導要領解説 総則編」（2024年一部

改訂）からキャリア教育の理解を問う問題が出題さ

れた。また，「中学校学習指導要領」（2017年）の

総合的な学習の時間や「小学校学習指導要領解説 

特別活動編」（2017年），「幼稚園教育要領」（2017

年）の前文に関する問題もみられた。

　教育原理（特別支援教育）のうち特別支援教育で

は，教育法規と重複するが，特別支援学校の目的を

規定した学校教育法第72条の理解を問う選択肢の

ある問題がみられた。

　教育時事では，「『令和の日本型学校教育』を担う

教師の養成・採用・研修等の在り方について（答

申）」（2022年）から「『新たな教師の学びの姿』の

実現」に関する問題が出題された。

　教育法規では憲法が必出であり，今年度は昨年度

に続いて第26条が出題された。このほか，学校教

育法やいじめ防止対策推進法，地方教育行政の組織

及び運営に関する法律等も出題されている。必出の

法規を中心として条文のキーワードを整理したい。

　教育心理では必出の発達を含め幅広い領域から出

題されている。今年度，発達ではピアジェとエリク

ソンの理論を問う問題がみられた。このほか，学習

評価（診断的・形成的・総括的評価），学習理論（エ

ビングハウス），防衛機制に関する問題も出題され

た。重要な人物名や理論の特徴を押さえておきたい。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年通り，国

語（四字熟語，現代文読解，古文読解等），英語（会

話文，文章読解），日本美術史，音楽に関する問題

がみられた。社会科学では倫理以外から幅広く出題

されており，今年度は日本史（平安，昭和時代），

地理（世界の地域（南北アメリカ），日本の地理），

政治（憲法），経済（経済の仕組み，金融）から出

題された。自然科学では数学と理科の各分野からま

んべんなく出題されており，今年度も同様であった。

▶必出の学習指導要領総則
▶教育法規は憲法
▶人文科学は国語と英語，日本美術史

教職教養
全16問

生徒指導

1

音楽

1
美術

1

教育法規

5

教育時事

1

教育心理

5

一般教養
全23問

国語

4

英語

2

数学

4

社会
（地歴公）

7理科
（物化生地）

4
学習指導
要領

4

自治体別試験DATA＆分析
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